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（2）

高
温
多
湿
の
季
節
は

要
注
意

食
中
毒
と
は
、
一
般
的
に
細
菌
や

有
害
な
物
質
の
つ
い
て
い
る
食
品
を

食
べ
て
起
こ
る
病
気
で
す
が
、
こ
の

中
で
最
も
多
い
の
が
細
菌
に
よ
る
食

中
毒
で
す
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、

ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
が
そ
の
悪
役
の
代

表
選
手
で
、
こ
れ
ら
の
細
菌
に
よ
る

食
中
毒
が
全
体
の
八
〇
～
九
〇
％
を

高
温
多
湿
な
日
本
の
夏
は
、

寓
璽
餓
二
発
令
中
′

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
‥

醒
醒
醒
離
艦
帽

あ
な
た
の
ご
家
庭
の
台
所
や
食
生
活
は
大
丈
夫
で
す
か
？
　
こ
の
機
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会
に
安
全
の
再
点
検
を
お
忘
れ
な
く
！占

め
て
い
ま
す
。

昨
年
発
生
し
た
食
中
電
は
八

百
四
十
件
。
患
者
数
は
二
万
五

千
三
百
六
十
八
人
で
、
こ
の
う

ち
死
亡
者
は
五
人
で
し
た
。

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

食
品
の
取
り
扱
い
三
原
則

家
族
が
そ
ろ
っ
て
舌
鼓
を
う
つ
楽

し
か
る
べ
き
食
卓
が
、
一
瞬
に
し
て

食
中
毒
の
悪
魔
に
し
の
び
こ
ま
ね
て

は
大
変
で
す
。
食
品
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
次
の
三
つ
の
原
則

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

g
　
調
理
を
始
め
る
前
に
は
、

手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
と
い
う
と
、
仕
出
し
屋
、

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
あ
る
い
は
修
学
旅
行

や
結
婚
式
な
ど
で
の
集
団
発
生
を
連

想
し
が
ち
で
す
が
、
食
中
毒
が
発
生

す
る
施
設
に
つ
い
て
見
る
と
、
飲
食

店
に
次
い
で
多
い
の
か
、
実
は
一
般

の
家
庭
な
の
で
す
。

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
が
は

び
こ
る
の
に
都
合
の
よ
い
高
温
多
湿

の
七
、
八
、
九
月
は
、
台
所
を
預
か
る

主
婦
に
と
つ
て
は
、
ま
さ
に
要
注
意

の
季
節
で
す
。
と
り
わ
け
気
を
つ
け

た
い
の
は
魚
介
類
で
す
。
夏
に
、
日

本
の
近
海
で
と
れ
た
魚
に
は
、
た
い

て
い
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
細
菌
が
つ
い

食
器
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
の
調

理
器
具
は
、
よ
く
洗
っ
て
熱
湯
で
消

毒を。と
く
に
ま
な
板
は
細
菌
が
群
が
る

温
床
で
す
。
と
い
う
の
も
、
ま
な
板

に
は
包
丁
の
切
り
キ
ズ
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
細
菌
の
格
好
の
す
み
が
に
な

る
か
ら
で
す
。
よ
く
洗
っ
て
日
光
に

当
て
て
乾
燥
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
は
か
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ハ
エ
、

そ
し
て
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
台
所
に
寄
り

つ
か
な
い
よ
う
に
、
窓
に
網
戸
を
張

っ
た
り
徹
底
し
た
駆
除
を
行
う
こ
と

も
必
要
で
す
。食

品
を
買
っ
た
ち
、
で
き

る
だ
け
早
く
、
手
際
よ
く
調

理
す
る
こ
と
や
、
調
理
後
な
る
べ
く

早
く
食
べ
ろ
こ
と
が
肝
心
で
す
。

調
理
の
す
ん
だ
食
品
は
、
あ
と
か

ら
つ
い
た
細
菌
に
と
っ
て
絶
好
の
栄

糞
分
と
な
り
ま
す
の
で
、
食
べ
残
し

た
料
理
は
食
卓
に
置
い
た
ま
ま
に
し

な
い
で
、
と
き
に
は
捨
て
る
こ
と
も

食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

臨
書
六
擢
謹

さ
れ
る
と
、
た
い
て
い
の
も
の
は
死

滅
し
ま
す
。

ま
た
食
品
を
一
〇
度
以
下
に
冷
蔵

あ
る
い
は
冷
凍
し
て
し
ま
え
ば
、
細

菌
は
増
殖
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物

大
型
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
冷
蔵
庫
が

普
及
し
、
と
も
す
れ
ば
冷
蔵
庫
に
食

品
を
貯
蔵
さ
え
す
れ
ば
、
〟
も
う
安

心
〟
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

冷
蔵
庫
も
使
い
方
次
第
で
あ
り
、
過

信
は
禁
物
で
す
。

一
般
に
、
食
中
毒
間
は
、
一
〇
度

を
超
え
る
と
徐
々
に
増
殖
し
は
じ
め

ま
す
。
五
度
以
下
な
ら
よ
り
安
心
で

し
ょ
う
。
で
す
か
ら
冷
蔵
庫
内
の
温

度
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
度
以
下
、

な
る
べ
く
低
く
保
つ
工
夫
を
し
ま
し

よ
う
oと

く
に
夏
の
間
は
、
ド
ア
を
開
閉

す
る
国
数
が
頻
繁
に
な
り
ま
す
。
子

供
が
氷
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
取
り

出
し
、
ド
ア
を
半
開
き
に
し
た
ま
ま

と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
た
く
さ
ん
の
冷
凍

食
品
が
出
回
り
、
食
生
活
が
便
利
に

な
り
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
次
の
点
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

○
お
店
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

い
る
温
度
計
が
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
以

下
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
買
う
こ
と

○
容
器
や
袋
の
中
の
食
品
に
箱
が
つ

い
て
い
な
い
こ
と

○
冷
凍
食
品
は
最
後
に
買
い
物
を
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
帰
っ
て
冷
凍
庫
に

入
れ
る
こ
と

〇
一
度
熱
を
通
し
た
り
、
溶
か
し
た

り
し
た
あ
と
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

食
べ
る
こ
と

細
菌
性
食
中
毒
の
主
な
症
状
は
、

吐
き
気
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
で
す
。

も
し
お
か
し
い
な
け
‥
と
思
っ
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
医
師
の
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
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第
五
回
遠
賀
町
夏
ま
つ
り

手
づ
く
り
の
イ
カ
ダ
で
ス

ピ
ー
ド
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競

う
、
遠
賀
町
夏
ま
つ
り
の
呼

び
物
「
水
上
カ
ー
ニ
バ
ル
」

の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日
　
8
月
2
1
日
（
日
）

・
受
付
　
1
時
5
0
分
～
9
時

・
競
技
　
9
時
5
0
分
～

●
会
　
場
　
遠
賀
川
漕
艇
場

●
出
場
資
格
　
中
学
卒
業
以
上
の
男
女

●
競
技
種
目

・
町
内
各
区
競
争
艇
に
よ
る
対
抗
戦

（
各
区
よ
り
一
艇
）

・
オ
ー
プ
ン
戦

競
争
部
門
　
　
　
　
　
5
0
艇

ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
　
　
如
艇

●
競
技
方
法

・
競
争
部
門
　
脚
m
コ
ー
ス
・
タ
イ
ム

レ
ー
ス
（
予
選
、
敗
者
復
活
戦
、
決

勝戦）

・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
　
抑
m
の
コ
ー
ス

を
遁
走
し
て
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
う

●
チ
ー
ム
の
練
成

監
督
1
名
、
選
手
5
名
、
補
欠
2
名

の
計
8
名
を
1
チ
ー
ム
と
す
る

●
イ
カ
ダ
の
基
準

・
大
き
さ
　
3
m
X
7
m
以
内

・
材
　
質
　
自
由

・
推
進
の
道
具
　
方
イ
（
他
は
不
可
）

・
安
全
に
完
走
で
き
る
も
の

・
必
ず
5
m
以
上
の
け
ん
引
ロ
ー
プ
を

つ
け
る

・
禁
止
事
項

推
進
の
た
め
の
水
切
り
や
、
そ
れ
に

類
し
た
装
置
を
つ
け
る
こ
と

と
ニ
ー
ル
な
ど
で
艇
の
底
を
包
む
こ

風
力
な
ど
カ
イ
以
外
で
推
進
す
る
装

置
を
つ
け
ろ
こ
と

※
ア
イ
デ
ィ
ア
艇
に
つ
い
て
は
、
自
力

で
完
走
で
き
る
も
の
　
必
ず
5
m
以

上
の
け
ん
引
ロ
ー
プ
を
つ
け
ろ

●
賞
　
金

・
参
加
賞

区
対
抗
競
争
部
門
及
び
オ
ー
プ
ン
戦

出
場
者
募
集

ア
イ
デ
ィ
ア
蔀
門
　
　
　
3
万
円

オ
ー
プ
ン
戦
競
争
部
門

2
万
5
、
0
0
0
円

・
入
賞
賞
金

区
対
抗
競
争
部
門
及
び
オ
ー
プ
ン
戦

競
争
部
門

第
l
位
　
　
　
5
万
円

第
2
億
　
　
　
3
万
円

第
3
位
　
　
　
2
万
円

第
4
位
　
　
　
1
万
円

第
5
位
　
　
　
1
万
円

オ
ー
プ
ン
戦
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門

第
l
位
　
　
　
5
万
円

第
2
位
　
　
　
3
万
円

第
3
位
　
　
　
2
万
円

第
4
～
m
位
　
1
万
円

●
申
込
方
法

申
込
書
　
（
社
会
教
育
課
窓
口
に
用

意
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
提

出
　
区
対
抗
競
争
部
門
の
申
し
込
み

は
区
長
を
経
由
す
る
こ
と
　
ま
た
オ

ー
プ
ン
戦
に
つ
い
て
も
、
区
を
代
表

す
る
も
の
は
区
長
を
経
由
す
る
こ
と

●
受
付
期
間

7
月
1
日
（
金
）
～
1
月
0
0
日
（
土
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

水
上
カ
ー
ニ
バ
ル
運
営
委
員
会

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4
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寿
大
学
講
演
会

（
一
般
教
養
コ
ー
ス
）

受
講
生
だ
け
で
な
く
一
般
の
万
も
自

由
に
聴
講
で
き
ま
す
。
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
6
月
5
0
日
（
木
）

午
前
1
0
時
～

中
央
公
民
館

田
尻
静
麿
氏

（
マ
ス
コ
ミ
評
論
家
）

●
そ
の
他
　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

植
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

家
庭
教
育
学
級

今
年
度
第
一
回
目
の
家
庭
教
育
学
級

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ど
の
校

区
の
講
演
会
に
も
参
加
で
き
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑤
日
　
時
　
7
月
1
2
日
（
火
）

1
9
時
0
0
分
～

新
町
公
民
館

安
部
二
二
氏

（
元
学
校
長
、
宗
像
市
教

育
委
員
）

家
庭
教
育
に
お
け
る
両
親

⑤
目

時

⑤
日
　
時

の
役
割

1
月
1
3
日
（
水
）

1
9
時
5
0
分
～

尾
崎
公
民
館

狩
野
俊
猷
氏

（
円
通
院
住
職
、
若
宮
町

教
育
委
員
）

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

7
月
1
4
日
（
木
）

1
9
時
0
0
分
～

東
和
苑
公
民
館

橋
本
利
春
氏

（
九
州
女
子
大
講
師
、
北

九
州
再
教
育
委
員
）

●
テ
ー
マ
　
現
在
の
家
庭
教
育
の
反
省

と
あ
り
方
に
つ
い
て

第
一
回

ポ
ー
ト
（
漕
艇
）
教
室

六
十
五
年
の
と
び
う
め
国
体
で
は
、

遠
賀
川
で
ボ
ー
ト
競
技
が
行
わ
れ
ま
す

夏
の
日
の
一
日
、
あ
な
た
も
ポ
ー
ト
競

技
に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
目
　
時
　
7
月
3
日
（
日
）

8
時
～
1
2
時

遠
賀
川
漕
艇
場

小
学
5
年
～
一
般
の
男
女

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

の
こ
と
）

●
募
集
人
員
　
5
0
名

●
申
込
締
切
　
7
月
1
日
（
金
）

●
主
　
催
　
遠
賀
町
漕
艇
協
会

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

野
外
活
動
講
習
会

野
外
活
動
に
必
要
な
知
識
、
技
術
、

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。
子

ど
も
会
や
少
年
団
の
夏
休
み
の
活
動
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
1
月
9
日
（
土
）

Ⅲ
時
～
1
9
時

●
堪
　
所
　
総
合
運
動
公
園
（
雨
天
の

場
合
は
体
育
セ
ン
タ
ー
）

●
対
　
象
・
子
ど
も
会
育
成
会
関
係
者

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係
者

・
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
　
　
な
ど
を
中
心
に

・
個
人
で
の
参
加
も
歓
迎

●
募
集
人
員
　
1
0
0
名

●
指
　
導
　
遠
賀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

●
参
加
料
　
馴
円
（
保
険
、
食
材
料
）

●
申
込
締
切
　
1
月
2
日
（
土
）

申
込
時
に
参
加
料
を
納
付

の
こ
と

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

館

（

2

9

3

）

1

2

3

4

ぶ
る
里
歴
史
講
座

遠
賀
町
の
歴
史
か
ら
日
本
の
歴
史
ま

で
、
お
も
し
ろ
く
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か。●
日
　
程

7
月
1
5
日
（
金
）

8
月
5
日
（
金
）

8
月
1
9
日
（
金
）

9
月
鳩
目
（
金
）

1
0
月
2
1
日
（
金
）

日
月
1
8
日
（
金
）

1
9
時
～
2
1
時

1
0
時
～
1
2
時

1
0
時
～
1
2
時

1
9
時
～
2
1
時

1
9
時
～
2
1
時

1
9
時
～
2
1
時

※
8
月
は
夏
休
み
特
別
講
座
を
予
定

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
小
学
生
～
一
般

●
請
　
節
　
奥
野
正
男
氏
（
町
文
化
財

保
護
委
員
会
々
長
・
筑
紫

古
代
文
化
研
究
会
主
宰
）

●
申
込
締
切
　
7
月
1
0
日
（
日
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室
ま
で

㊨

（

2

9

3

）

1

3

5

5

手
　
話
　
講
　
習
　
会

遠
賀
郡
・
中
間
市
に
お
住
ま
い
の
み

な
さ
ん
を
中
心
に
し
て
、
初
級
手
話
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

●
日
　
経
　
7
月
2
6
日
（
火
）

～
n
月
約
日
（
火
）

毎
週
火
・
金
曜
日
（
祝
日

は
休
み
）

1
9
時
～
2
1
時

＼



⑲図書室ニュース

●一般図書 

雲と風と　　　　　　　　永井路子著　中央公論 
空は茜色　　　　　　　　佐藤愛子箸　中央公論 
サイパンと呼ばれた男　　　　lii崎洋書　新潮社 

花の降る午後　　　　　　　官本輝署　角川書店 
闘妃暗殺　　　　　　　　　角田房子著　新潮社 
「文芸春秋」にみる昭和史全三善　　　　文芸春秋 

マレーの虎ハリマオ伝説　中野不二男善　新潮社 
ステイル・ライフ　　　　　　　　　　池澤真樹著 

鞍逆疾風録　上i下巻　司馬遼太郎著　中央公論社 
中世を生きぬく女たち　レジーヌiベルヌー著白水社 

気をつけよう輸入食品　　中着順一書　学陽書房 

●児童図書 
中学生の創作絵本と童話集 

山野真里子監修　荒木書店 
まじょがつくったアイスクリーム 

上崎美恵手書　ポプラ社 
その他多数 

‘読書のない人生は夢のない人生に等しい、 

トマス＝モア 

‾易轍「∴∴：÷1∴　∴「∵ 

∴　　∴　　　∴÷： 

T 　i）へ’ ＼（～霊覇 

騙議蒜 ふ∴∴多面離陸捧／1・遠軽 

＿J一漢d議 �　　●予約受付中● 　児童生徒・少年団体の研修だけでなく、 壷　各種グループ．団体などの研修、研究会、 〇一一∵．二二・′一〃〃” ∴　二二二一i＝∴＋。∴＝TT；ここ 

∴∵∴ 　綴騒言＼・群欒態 ，凌‾ 　れ／－／ヾ 撥レ饗 、・Z ∴∵∴∴∵“三㌔蓋∴： �けます。 国立夜須高原少年自然の家事業課 〒838－02朝倉郡夜須町大字三箇山1103 

議※／／ ，i繊線種畿藍邁駄 �℡0946（42）5811 
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＼
●
場
　
所
　
水
巻
町
役
場
会
議
室

●
申
込
締
切
　
7
月
豹
日
（
水
）

●
申
し
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て
は

水
巻
町
役
場
社
会
課
民
生
係
へ

舘

（

2

0

1

）

4

3

2

1

1
6
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会

年
に
一
度
の
講
習
会
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

●
目
　
時
・
1
月
5
0
日
（
土
）

1
3
時
～
1
7
時

1
月
3
1
日
（
日
）

9
時
～
1
7
時

の
二
日
間

中
央
公
民
館

学
校
教
育
関
係
者
、
社
会

教
育
関
係
団
体
指
導
者
（

子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
な
ど
）

●
定
　
員
　
幼
名

●
申
込
締
切
　
7
月
2
2
日
（
金
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

舘

（

2

9

3

）

1

2

3

4

消
防
設
備
士
試
験

●
期
　
日
　
8
月
2
1
日
（
日
）

●
場
　
所
　
北
九
州
大
学
、
福
岡
大
学

●
葉
一
類
・
甲
種
第
1
類
～
第
5
類

・
乙
種
第
1
類
～
第
7
類

●
願
書
受
付
場
所
及
び
期
日

・
北
九
州
市
消
防
局

1
月
日
日
～
職
日

・
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

1
月
1
3
日
～
1
4
日

※
7
月
1
0
日
ま
で
は
、
遠
賀
郡
消
防
本

部
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
験
準
備
蘭
留
会

●
期
　
日
　
8
月
6
日
（
土
）

～
7
日
（
日
）

●
場
　
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

●
申
込
受
付
　
7
月
1
日
（
金
）

～
7
月
柳
田
（
水
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
へ

㊦

（

2

9

3

）

1

2

3

1
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選　　良　努圭　　　　　　選　　良　秀圭 

大国川村山井今岩武矢白的石　生　高岡山菜三山丸井占浜村東白横近町　生 
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税
務
職
員

採
用
試
験

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
　
（
税

務
）
に
合
格
し
て
税
務
職
員
に
採
用
さ

れ
た
人
は
、
税
務
大
学
に
入
学
し
て
一

年
三
カ
月
の
研
修
を
受
け
た
後
、
税
務

署
な
ど
で
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導

の
仕
事
に
従
蒋
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

●
受
験
資
格
　
同
和
4
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
6
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
採
用
人
員
　
九
州
地
区
で
約
脚
名

●
採
用
予
定
日
　
昭
和
餌
年
4
月
1
日

●
一
次
試
験
　
1
0
月
2
日
（
日
）

教
養
試
験
、
適
性
試
験

及
び
作
文

●
二
次
試
験
　
Ⅱ
月
中
旬

人
物
試
験
、
身
体
検
査

●
申
込
受
付
　
7
月
6
日
（
水
）

～
7
月
1
3
日
（
水
）

●
詳
細
に
つ
い
て
は

福
岡
国
税
局

舘

0

9

2

（

4

1

1

）

0

0

3

1

ま
た
は
若
松
税
務
署
へ

舘

（

7

6

1

）

2

5

3

6

福
岡
県
職
員
（
中
級
）

採
用
試
験

●
受
験
資
格
　
嘱
和
3
8
年
4
月
2
日
か

ら
酢
和
也
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

た
だ
し
、
栄
糞
士
は
栄

餐
士
免
許
を
持
っ
た
人

ま
た
は
蝕
年
5
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
に

限
る

●
採
用
人
員
・
行
政
面
務
1
8
人
・
学
校

事
務
8
人
・
轡
察
事
務

1
7
人
・
栄
義
士
6
人

●
試
験
日
　
　
8
月
郷
日
（
日
）

●
試
験
地
　
　
福
岡
市

●
申
込
受
付
　
1
月
1
8
日
（
月
）

～
7
月
5
0
日
（
土
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
人
語
委
員
会
事
務
局
任
用
課

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

舘

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

詰

身
障
者
集
団
見
合

●
日
　
時
　
8
月
鉛
白
（
日
）

m
時
0
0
分
～

●
場
　
所
　
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー（4F）福
岡
市
中
央
区
六
木
松

1
丁
目
2
－
2
2

●
参
加
費
　
棚
田
（
昼
食
は
準
備
し
ま

す）

●
申
込
手
続
・
住
民
票
1
通
（
再
婚

者
は
戸
籍
謄
本
と
住
民
票

を
1
通
ず
つ
）
・
写
真
2

枚
（
ハ
ガ
ヰ
半
分
位
の
大

き
さ
）
・
身
障
者
手
帳
・

印
鑑

●
申
込
締
切
　
8
月
1
8
日
（
木
）

●
受
付
時
間
　
9
時
～
鳩
時
（
日
・
祝

日
、
土
曜
午
後
を
除
く
）

●
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所

＄

0

9

2

（

7

5

1

）

3

2

3

9

※
通
常
の
結
婚
相
談
は
、
毎
日
9
時
か

ら
1
5
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
日
・
祝
日
、
土
曜
午
後
を
除
く
）

相
談
申
込
み
は
無
料
で
す
。
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
「
文
化
百
選
L

I
名
勝
・
景
観
～
1
－

あ
な
た
の
選
ん
だ
福
岡
県
内
の
名
勝

・
景
観
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
次
の
事

項
を
記
入
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。

一
人
で
数
カ
所
を
推
蔑
さ
れ
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
応
募
は
ハ
カ

キ
一
枚
に
つ
き
一
カ
所
と
し
ま
す

①
名
勝
・
景
観
の
名
称
、
所
在
地

＼



一＼｝′－ 

サマージャンボ宝くじ 

／　　7月中旬より予約開始。 
申し込み方法などくわしいことは7月15日陰 

の新聞をご覧ください。　　　　　（′ 

この宝くじの収益金は市町村の災害対策と 

明るく住みよいまちづくりなどに使われます。 

ト も illi 怪 事 �き酪 

菓88〃書棚i雪国暑紳SE園音 

園田圃田圃 
〔7月29日〕 

●前夜祭（総合体育館）…オープニングセレ 

モ二一・九州の太鼓フェスティバル・尾形 

〔7月30日） 

●全国高等学校クイズ選手権九州大会（門司 

区西海岸埋立地など） 

●いきいきパレードii・団体・日本のミスなど 

●夏まつり大集合iii三大抵園などの競寅 

〔7月31日〕 

●百万寵I）…「北軌，州どっこい節」「燃えろ 

みんなの北九州」。金沢明子出演 

．託〇、言奪ri、三三誌「‾裏言／． 

ヽ∴ 　ゼー‾； 黒崎祇園山笠 予 

（7）

＼

③
推
薦
理
由
（
見
ど
こ
ろ
）

③
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
起
語

番
号

●
募
集
期
間
　
7
月
1
日
（
金
）

～
1
月
3
1
日
（
日
）

●
選
定
方
法
　
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら

な
る
、
文
化
再
選
選
定
委
員
会
で

選
定
の
う
え
、
百
カ
所
を
決
定
。

●
公
　
表
　
カ
ラ
ー
写
真
と
見
ど
こ
ろ

や
交
通
の
便
な
ど
の
簡
単
な
説
明

を
入
れ
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
広
く
県
内
外
に
紹
介
、
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他
　
文
化
再
選
に
選
定
さ
れ
た

名
勝
・
景
観
の
推
薦
者
の
な
か
か

ら
抽
選
で
吉
名
の
方
に
記
念
品
を

贈呈。

●
応
募
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
企
画
振
興
部
県
民
生
活
局

生
活
文
化
課

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

舘

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

福
岡
県
と
福
岡
県
地
場
産
業
人
材
確

保
対
策
協
議
会
で
は
、
来
春
、
大
学
・

短
大
・
高
専
を
卒
業
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
、
福
岡
県
の
産
業
事
情
な
ど
就
職

に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
「
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
参
加
者
に
は
大
卒
者
求
人
一
覧
表

を
配
布
い
た
し
ま
す
。

⑤
北
九
州
会
場

・
日
　
時
　
8
月
5
日
（
金
）

1
3
時
5
0
分
～
1
6
時

・
場
　
所
　
八
幡
市
民
会
館

③
福
岡
会
場

・
日
　
時

・
場
　
所

●
内
　
容

八
幡
東
区
居
合
2
丁
目

8
月
8
日
（
月
）

1
3
時
0
0
分
～
1
6
時

電
気
ホ
ー
ル

中
央
区
凌
辺
通
2
丁
目

県
勢
一
般
、
福
岡
県
の
労

鋤
市
場
の
現
状
、
各
業
界

の
概
要
な
ど
説
明

●
詳
細
に
つ
い
て
は

・
福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー

＄

0

9

2

（

7

1

1

）

1

5

・
福
岡
県
雇
用
対
策
協
会

舘

0

9

2

（

1

5

1

）

1

6

”
0
－
i
o



国民年金

ごぞんじですが
保険料の免除制度

こ相戦は、役場国保年金係までどうぞ
田（293）1234

書き甜脚韻歯音

平　日／9－12、13－16：30

土曜日／9－12

（8）

回
書
日
日
円
田

「
現
況
屈
」
は
お
済
み
で
す
か

現
況
届
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て
い

ろ
方
の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な

ど
を
届
け
て
も
ら
う
も
の
で
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決

め
ろ
大
切
な
も
の
で
す
。
引
き
続
き
受

け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
現
況
屈
を
提

出
し
な
い
と
六
月
か
ら
手
当
を
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

出
生
や
転
入
な
ど
で
昭
和
六
十
三
年

四
月
末
日
ま
で
に
、
新
し
く
児
童
手
当

認
定
請
求
を
さ
れ
た
方
も
「
現
況
屈
」

を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は

六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
受

給
資
格
が
変
わ
り
、
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を

二
人
以
上
義
育
し
て
い
ろ
方
で
、
収
入

が
一
定
額
未
満
の
場
合
に
、
二
番
目
の

児
童
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
要
件

に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
福
祉
係

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

「
収
入
が
少
な
く
て
ど
う
し
て
も
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

そ
う
い
う
方
の
た
め
に
、
「
保
険
料
の

免
除
制
度
が
」
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
が
定
め
た
一
定
の
基

準
に
満
た
な
い
収
入
の
方
に
適
用
さ
れ

ます。ま
た
、
そ
の
後
収
入
が
増
え
て
再
び

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
将
来
有
利
な
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
中
の
保
険
料
を

後
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
」

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

県
立
遠
賀
病
院

老
年
医
療
相
談
室
開
設

老
年
者
、
特
に
痴
呆
老
人
の
医
旗
看

護
や
、
老
人
医
旗
・
福
祉
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
病
院
の
外
来
窓
口
へ

直
接
、
ま
た
は
駕
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。福

岡
県
立
遠
賀
病
歴

遠
賀
郡
岡
垣
町
大
字
手
野
1
4
5

㊥

（

2

8

2

）

0

1

8

1

も
う
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」

建
設
業
を
営
む
万
、
建
設
現
場
で
働

く
皆
さ
ん
、
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
」
を
こ
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
一
般
の
退
職
金
の
よ

う
に
労
働
者
が
事
業
所
を
や
め
た
時
に

支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業

と
い
う
一
つ
の
業
種
の
中
で
働
く
限

り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部

を
通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
、
建
設

業
界
が
一
体
に
な
っ
た
退
職
金
制
度
で

す。

国
の
制
度
で
す
か
ら
、
安
全
、
確
実

で
、
し
か
も
た
い
へ
ん
有
利
な
利
回
り

で
支
払
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
十
二
万
の
諺
業
主
、

百
六
十
八
万
人
の
労
働
者
の
み
な
さ
ん

が
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

建
設
業
・
清
酒
製
造
業
・
林
業
退
職
金

共
済
組
合
　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
福
岡
支
部
へ

㊧

0

9

2

（

7

6

1

）

0

3

3

5

窮
民
錦
織
目
口
＃
0
台

g
開
田
≪
縮
合
的

福
岡
県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
情
報

を
皆
さ
ん
に
公
開
す
る
「
情
報
公
開
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
倉
北
区
の
県
総
合
庁
舎
に
設
け
た

県
民
晴
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
情
報
公
開

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
県

の
寧
務
事
業
の
概
要
、
詞
査
統
計
蕾
、

市
町
村
要
覧
な
ど
の
行
政
資
料
を
多
数

展
示
し
、
皆
さ
ん
が
自
由
に
ご
覧
に
な

っ
た
り
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
　
（
一
枚
泌

円
）
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

北
九
州
地
区

県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー

北
九
州
市
小
倉
北
区
域
内
7
番
8
号

県
小
倉
総
合
庁
舎
2
階

＄

（

5

8

1

）

4

9

3

4
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田圃日日
総合検診を下記のとおり行います。　役場保健衛生係までご連絡ください。

受診票は各区の区長を通じて配布さ　まだ、都合によりご自分の居住区で受
れますので、受診の陳にお持ちくださ　診できない方は、他の区でも受診でき

い。なお、検診日までに受診票の届かな　ます。

い方や、他の機関で受診される方は、　役場保健衛生係＄（293）1234

●　　　●　　　●　●　●　●

料　　持　　内揚時期
参

会　　風　　害新聞　目

無印母妊　産役13　7
料睦子婦前場時月

手体産保30　4
頓操後健分　日
受　　の窒l　′へ
領　　過　15月
の　　ご　　時、J
方　　し　　30
は　　方　　分

∵　上　　　　告　8　回園田漢画

料持　　　内対場時期
参

金品　　　　客気所同　日

H L S L L【獲殴
料梅　　内対揚時期

参
金品　　容禽所同　日

も れ �遠 �上 �老 �虫 �浅 �木 �西 町 �東 �〃 �東 �ク �新 �松 ノ 本 �松 �広 �別 府 �別 �中 �若 �旧 �A 7 �島 津 �尾 �田 �鬼 �著 � 

考 全 域 �賀 lii �別 府 �良 �生 津 �木 �守 �芙 蓉 �町 ��和 苑 ��町 �緑 光 苑 �ノ 本 �渡 �千 代 丸 �府 �央 �薬 ム 口 �停 �古 賀 �道 管 �崎 �園 �津 �松 

10 月 15 �30 �28 �24 �22 �21 �20 �14 �12 �10 �9 月 9 �31 �30 �25 �24 �23 �18 �17 �11 �10 �6 �8 月 3 �30 �27 �26 �20 �7 月 19 � 

日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �目 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 

土 �会 �水 �土 �木 �水 �火 �水 �月 �土 �金 �水 �火 �木 �水 �火 �木 �水 �木 �水 �土 �水 �土 �水 �火 �水 �火 � 

遠 �遼 �上 �老 �浅 木 ／ヽ �浅 �木 守 ノヽ �西 �東 町 ′ヽ �東 �東 �新 町 ／ヽ �新 �松 �松 �広 �別 府 ノヽ �別 �中 央 区 �若 �旧 停 ′ヽ �A 7 �島 �尾 崎 ′ヽ �田 �鬼 津 ′ヽ �若 � 
賀 町 公 �賀 町 公 �別 府 �良 ′ヽ ��木 ノヽ ��町 ′ヽ ��和 苑 �和 苑 ��町 ノヽ �ノ 本 �ノ 本 �渡 公 民 ��府 ／＼ ��棄 ＿Lヽ エコ ��古 賀 �津 ／＼ ��園 ／ヽ ��松 ノヽ 

民 館 i �民 館 i �公 民 �ム 民 �：ム 民 �上、 民 �ム 民 �：公 民 �二、 民 �公 民 �公 民 �上、 民 �上、 民 �公 民 �公 民 ��二、 民 �二、 民 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 �二、 民 �公 民 �二、 民 �ム 民 �公 民 

別 館 �別 館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 

139 � �139 � �139 � �139 �9 �139 � �139 �9 �139 �9 �139 �9 �9 �139 �139 �9 �9 �139 �9 �9 �9 �39 �139 � 139 ��9 ��139 時時 †（ 1511 �� ��9 �� �� ��13 �� �� �� ��13 ��l 

時時 11 1511 �時時 日 1511 �時時 日 1511 �時 t ll �時時 日 1511 ��時時 日 1511 �時 ー 11 �時時 日 1511 �時 ー 11 �時時 日 1511 �時 〉 11 �時時 日 1511 �時 （ 11 �時時 11 1511 �時時 日 1511 �時 1 11 �喧嘩 Il 1511 �時時 日 1511 �時 I ll �時 ～ 11 �時時 日 1511 �時 ー 11 �時時 日 1511 �時 （ 11 �時時 日 1511 �時時 1－ 1511 

時時 �時時 �時時 �時 �時時 �時時 �時時 �時 �時時 �時 �時時 �時 �時時 �時 �時時 �時時 �時 �時時 �時時 �時 �時 �時時 �時 �時時 �時 �時時 �時時 

（9）

一
般
健
康
彩
香

●
対
　
象
　
昭
和
幻
年
4
月
l
日
以
前

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

●
対
　
象
　
1
6
歳
以
上
で
、
他
の
機
関

▼
総
合
検
診
の
日
程

●
診
査
項
目

●
料
　
金

●
注
意
事
項

の
出
生
者
で
、
他
の
機
関

（
病
院
、
勤
務
先
な
ど
）

で
健
康
診
盃
を
受
け
る
機

会
が
な
い
人

問
診
、
身
体
計
測
（
肥

満
度
）
、
血
圧
測
定
、
検

尿
、
肝
機
能
検
査
、
脂
質

検
査
、
腎
機
能
検
査
、
循

環
器
検
査
（
心
電
図
・
眼

底
撮
影
）
、
糖
尿
病
検

査
、
貧
血
検
査
、
医
師
診

察馴
円午

前
中
受
診
の
人
は
朝

食
を
取
ら
な
い
よ
う
に
、

午
後
受
診
の
人
は
朝
食
を

軽
く
、
昼
食
は
取
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

健
康
手
帳
を
持
参
の
こ
と

●
料
　
金

●
注
意
事
項

（
学
校
、
勤
務
先
な
ど
）

で
検
診
を
受
け
る
機
会
が

な
い
人

無
料下

着
は
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ

ク
類
の
な
い
も
の
、
薄
い

下
着
は
付
け
た
ま
ま
で
可

胃
　
ガ
　
ン
　
検
　
診

●
対
　
象
　
希
望
者
、
昭
和
独
年
4
月

1
日
以
前
の
出
生
者

●
定
　
員
　
各
区
5
0
名
（
当
日
会
場
で

受
付
順
）

受
付
は
Ⅱ
時
ま
で

●
料
　
金
　
馴
円

●
注
意
事
項
・
当
日
の
朝
食
、
飲
み
物

は
一
切
禁
止

・
妊
娠
中
の
人
は
不
可

7
月
5
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
餌

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
布

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料

7
月
成
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
m
時
5
0
分

中
央
公
民
館

生
後
7
カ
月
～
1
2
カ
月
児

体
重
、
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

無
料
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昭和63年7月31日 

夏・秋季大会の開・閉会式を飾る

ファンファーレを募集します。

①開式通告　②開会宣言　③選手

代表宣誓　④閉式通告　⑤閉会宣

言の名場面に使用するファンファ
ーレ（1人で何曲でも可）

現在、県内にお住まいの人、ま

たは本県出身の人

●テーマ、スローガン、使用場面に

ふさわしい、自作・未発表の曲

●演奏時間は20秒程度で、速度記

号を明記し、楽譜で応募
●使用楽器は管・打楽器

陸ii菰　薗

●入賞（名場面1点計5点）10万円

●佳作（名場面2点計10点）1万円

なお、小・中学生は相当の賞品

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編集　企画調整係　　印　刷　冷卒園印刷合資会社（10）

ー
ル
違
反
は

目
地

み
ん
な
の
迷
惑

－
　
　
保
　
健
　
衛
　
生
　
係

最
近
、
指
定
日
以
外
の
日
に
ゴ
、
く
が

出
さ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
暑
い
季
節
、
生
ゴ
ミ
な
ど

は
特
に
近
所
の
方
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さい。田

園

g

①
収
集
日
の
朝
、
7
時
か
ら
8
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
ロ
は
し
っ
か
り
と

結
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
各
地
区
ご
と
、
指
定
場
所
に
ま
と
め

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
か
さ
ば
る
も
の
（
ボ
ー
ル
箱
、
リ
ン

ゴ
箱
な
ど
）
は
、
つ
ぶ
し
て
小
さ
く

ま
と
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
工
事
中
の
時
な
ど
は
収
集
車
の
通
る

と
こ
ろ
ま
で
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い

⑥
で
き
る
だ
け
水
切
り
を
良
く
し
、
水

分
を
少
な
く
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

⑦
ス
プ
レ
ー
な
ど
は
ク
ギ
な
ど
で
穴
を

あ
け
て
く
だ
さ
い
。

③
ガ
ラ
ス
な
ど
は
新
聞
紙
な
ど
で
包
ん

で
く
だ
さ
い
。

⑨
燃
え
な
い
ゴ
、
く
は
ゴ
ミ
袋
、
ボ
ー
ル

箱
に
入
れ
、
収
集
日
に
燃
え
る
ゴ
ミ

と
同
じ
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑲
爆
発
物
な
ど
危
険
物
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

先
日
の
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
日
に
、
ゴ

ミ
処
理
場
で
分
類
作
業
中
の
作
業
員
の

方
が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
落
ち
て

全
治
六
カ
月
の
重
傷
を
負
わ
れ
、
現
在

も
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
因
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
日
出

さ
れ
て
い
た
ふ
と
ん
が
、
小
さ
く
た
た

ま
れ
ず
に
広
げ
た
状
態
の
ま
ま
だ
っ
た

た
め
に
、
作
業
中
に
他
の
粗
大
ゴ
ミ
に

引
っ
掛
か
り
、
そ
れ
に
押
さ
れ
て
転
落

し
た
も
の
と
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も

ふ
と
ん
や
毛
布
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
は

で
き
る
だ
け
小
さ
く
た
た
み
、
ひ
も
で

縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

め
き
出
会
い
み
な
ぎ
る
カ


